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血糖値プロファイラー
ユーザーマニュアル β2

A ) 入力・検索・分析 B )システム管理・登録

A -2) 分析

B -1) 概要
B -2) ユーザー登録
B -3) パスワード管理

http://hcpt.jp/cloud/bsp/
血糖値自己測定のために

日にちデータ新規入力、削除
血糖値測定データ行作成・削除
日にち、血糖値のデータ入力
日にちの選択（過去データの修正）
日にちの表示（日にちデータ＋測定データ）
日にちの表示（日にちデータ）

A -1) 入力

A -1－2) 検索
文字による検索
血糖値の範囲による検索

概略
月次平均
1日マッピング
分布（測定）
分布（時間）

B -4) データダウンロード

WEBサイトのデモデータは、更新削除が可能です。
「userNo1＝私」が随時（1－2時間ごとに測定する度に）
更新されています。
ご自由に『変更・削除・新規』を行っていただいて構いません。
変更は1－2時間で最新の私のデータに上書きされます。



血糖値自己測定システムとは

インターネット上のサーバーに血糖値を入力して検索・
分析、を行うWebアプリです。
I型、II型、境界線型、健常者、インシュリンや血糖降下
剤で治療しているか否か関係なくお使いいただけます。

運用は『平野屋コンピューティング』が行っています。
利用は無料です。寄付は喜んでいただきます。
このソフトの使用によって、何らかの損害が生じたとして
も損害は賠償いたしません。
予告なく運用の停止、データの消失などが起こった場合も
同様に損害は賠償いたしません。
入力したデータに関してはバックアップ機能がありますの
で、入力したデータは必ずバックアップして下さい。

運用、使用料、利用規約

ちょっと長い前書き
私は1960年に生まれ、1992年（32歳）でII型糖尿病と宣
告されました。
25年間治療をしたり止めたりの繰り返しでした。家族と
も深刻な意見の対立があったこともあります。
糖尿病は恐ろしい病気です。合併症以上に、人間関係を破
壊します。大切に思ってくれている家族を憎み、専門家で
ある医師を疎み、治療を続けることは困難です。
そして、治療からの逃避を続けた患者は死に至る最後の十
年を苦しまねばならない病気です。

2015年4月、合併症の進行を医師に告げられ、最後の挑戦
を行うことにしました。
自己血糖値の測定を通じて、生活の一つ一つのイベント
（食事や運動）がどう血糖値に反映しているかを知ったの
です。そして高血糖を招く食事を避け、運動の前後の血糖
値を測定しました。自己血糖測定によって自分自身が病と
向かい合うことが出来たのです。食事の前後に血糖値を測
れば何がどういう影響を与えるか一目了然です。誰に指示
されることもなく、生活を変えていきました（変わってい
きました）。病気が自分の問題となり、家族と諍いも無く
なりました。半年でA1cは12.3から6.9に落ちました。

まだ、道のりは遠く長い事を知っています。そして多くの
人達が同じ病で苦しんでいることを知っています。
次に進むためにこの体験をプログラムにして公開すること
にしました。

多くの本、webにインスパイアされました。
後日まとめたいとは思っていますが、次の2冊は大変参考
になります。
『糖尿病の解決』をお書きになったバーンシュタイン博
士は、ご自身がI型の糖尿病で炭水化物の摂取を一切止め
ることでアメリカの糖尿病治療を根本から変えました。
40歳代でII型の糖尿病と診断されたグレチェン・ベッ
カーさんは病といかに向き合うかということを『糖尿病
の最初の一年』の中で論じています。

参考にしている文献など
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体にとってブドウ糖（血糖値）は重要な要素なので（体温の様に）一定の幅の値（濃度）で維持されます。ご飯食べ
て高くなれば(細胞がブドウ糖を取り込み)低くなり、運動して低くなれば（何も食べなくても貯蔵されているブドウ
糖が血液中に放出されて）高くなり一定の濃度が維持されます。これを血糖値恒常性と呼びます。

糖尿病患者は血液中のブドウ糖の濃度を上手くコントロールできません（血糖恒常性を
失っている）。血液のブドウ糖が高濃度だと、体を構成する血液中の様々な物質（主として
タンパク質）がブドウ糖と結びつき（糖化）適切に体を維持できません。これは『老化』
と呼ばれる（不可逆な）現象とよく似ています。
糖尿病は老化が早く訪れる病気です。『早く訪れる老化』を合併症と呼びます。

その原因は多岐にわたり、対処の方法も人によって異なり同じものは有りません。

このソフトでは生活のイベント（食事・運動・精神・感情）が血糖値にどのように
反映されるかという事を血糖値プロファイルと呼びます。

血糖値自己測定は、「血糖値プロファイル」を知るために行います。
そして自分自身のプロファイルを知り、病と向かい合う事で（病も含めて）自分自
身として生きることが出来るのです。そんな人の営みを助けたいのです。

「敵を知り己を知れば百戦危うからず」とはよく言ったものです。
しかし、糖尿病は敵では有りません。本当の敵は、病を招く環境なのだということ
を忘れずにいたいものです。（個人の責任ではなく社会の構造の問題なのです。）

そしてこのソフト（私達）の目的は死ぬ瞬間まで元気でいることです。

人様の世話にならずに、時に人を助け、満開の花の下で眠るように世をさりたい。
55歳になって、そんなことを考えています。 0-12015/11/15　齋藤真也
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3つの公開設定

基本的な使い方

１）「完全公開」
誰でもIDを入れると見ることが出来ます。
(例：ユーザーID=1、私齋藤のデータ

2)限定公開
閲覧キーを知っている人だけが見ることが出来ます。
例：ユーザーID=2,閲覧キー＝abc、健常者のデータ
公開したくないユーザーと家族・医師の間で情報の共有
を行いたい時に使って下さい。

3）非公開
パスワードを知っている人だけが見ることが出来ます。

個人が特定可能な情報は入力しないでください。

ユーザー情報管理

言語選択、マニュアル画面、メール

検索、分析、バックアップ指定

日にち・血糖値入力・閲覧

例えば…………
◯家族のデータをリアルタイムで見る。
◯医師が患者のデータを診療時に分析する。
◯自分の過去の運動と血糖値の関係を調べる。
　　　　　　　　　そんなことが可能です。

誰のデータでも公開設定に従って見ることが出来ます。

できるだけ完全公開での使用をお願いします。
多くの人のプロファイルが集まることで、糖尿病に
ついての知見が益々深まる事を夢見ています。
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血糖値データを見る場合は

「伸縮ボタン 」をクリックします。
その日の血糖値データが表示されます。

測定した時間、測定値、コメントを
見ることが出来ます。

表示されている状態で「伸縮ボタン」
をクリックすると血糖値データは閉じ
られます。

選択されている期間の最高、最低、平均を見
ることが出来ます

その日の「体重、体脂肪率」「最高、最低、
平均」を見ることが出来ます
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1-1）日にちを作る

入力

血糖値が登録されていない場合のみ
日にちデータは削除できます。

いくつでも日にちを作ることが出来ます。新規に作った時は、作った時点の日にちが入ります。一度
入れた日にちはいつでも変更することが出来ます。
年、月、日、体重、体脂肪率、コメントを設定できます。

 1.)新規日にち

1-2）日にちを削除する

作成ボタンを何回かクリックすると、同じ日にちが出来ますが、異なった日にちとして扱わ
れます。血糖値の行は日にちに属します。（日付を変更すると一緒に変ります。）
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2-1）血糖値行を作る

入力

「鉛筆ボタン 」で
修正新規可能ボタンが表示
されます。

2-2）血糖値行を削除する

 2.)新規血糖値 日にちに対して、いくつでも行を追加できます。時間、分、血糖値、コメントを設
定できます。すべての項目は入力しなくても構いません。

読み込んだ時点では修正できませんが、「鉛筆ボタン 」をク
リックすることで『新規作成・入力・修正』が可能になります。

「新規血糖値作成ボ
タン」が現れます
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入力
 3.)日にち
　　血糖値のデータ

ユーザーIDとパスワードが一致した場合のみ修正（新規・削除）が可能です。

日にちと血糖値のデータ項目は鉛筆ボタン 」で変更が可能になります。入力枠の中で文字
を変更して、他の枠に移ったりボタンをクリックしたりするとその時点で変更は反映されます。「取
り消し」の機能は有りません。一回削除したデータは元に戻りません。

色が変わって入力が可能になります。
この状態でクリックすると入力不可になります。
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色が変わって入力が可能になります。
この状態でクリックすると入力不可になります。

最高、最低、平均、各血糖値は「サーバーからのデータ取り込み」時点で更新されます。

各血糖値

最高、最低、平均

体重、体脂肪率 その日の測定値を時間順に表示します。日付

日にちコメント

血糖値の設定カラーは以下のとおりです。

血糖値時間 測定コメント 削除ボタン

測定データ項目

日にちデータ項目
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入力  4.)日にちデータの表示（選択） 過去のデータを変更するために日にちデータ検索して表示をすることが
可能です。
方法は最新からの件数と日付指定があります。

一番最新の日つけから指定され
た数の測定日を表示します

 4-1.)日数の指定

日数指定
数字に上限は有りませんが、あまり大きな数
字を入れると、表示に時間がかかります。
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指定された日
にちの間の測
定データを表
示します

 4-2.)日にち範囲の指定

カレンダーで日にちの範囲
を指定できます

直接入力して日にちの範囲
を指定できます

日にちの範囲を指定して表示することが可能です。
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検索  5-1.)日にちデータ+測定データの表示
（別ウインドウ）

「血糖値データ」と「日にち集計」データを並べて表示します。
測定データは、直前の測定からの変動が+,~で表示されます。
短期間の測定値の変動を見るときに便利です。

現在

過去

測定値
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検索  5-2.)日にちデータの表示
（別ウインドウ）

日にちデータだけを並ベテ表示します。
長期間の日にち内の最高、最低、平均測定値を見るときに便利です。

選択の条件に注意 重要！

この状態（多くの日に
ちを表示する設定）で
「表示ボタン」をク
リックすると大量の
データを表示しようと
して表示に時間がかか
ります。
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検索  6-1.)文字列による検索 「血糖値データ」と「日にち集計」データを並べて表示します。
測定データは、直前の測定からの変動が+,-で表示されます。
短期間の測定値の変動を見るときに便利です。 6-2.)血糖値範囲による検索

検索条件の指定ブロック
が表示されます。

検索範囲を日付で限定す
ることが出来ます。

詳細検索ボタン
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複数の検索条件をスペースで区切って指
定できます。
検索条件が赤く表示されます
どちらかが入っている日にち行と血糖値
行を表示します。

測定値の範囲を指定します。
検索結果は血糖値の高い方から並びます。

日付のリンクをクリックすると当
日の測定結果が表示されます。

日にちコメントからの検索

血糖値測定コメントからの検索
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分析 毎日のイベント（食事や運動、睡眠、感情の起伏）等によって変化する自分の血糖値を測り記録す
ることで自分自身の体を理解していきます。

指定期間の月次の平均、最
低、最高、コメントをワン
クリックで集計します

どの分析からも日にち+測定
明細を表示できます

期間内の測定を時間と血糖値の範
囲にマッピングします。

毎日の血糖値の測定が何時に行わ
れたかを集計します。

毎日の血糖値の測定が何回目に行
われたかを集計します。
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4種類の分析の指定ブロック
が表示されます。

分析ボタン

分析ウインドウの表示
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分析  1.)月次分析

常に全データを対象に分析を行います

月次の期間を日付範囲に絞れます。

それぞれに、指定月次のウインドウを開きます。  1  ３

 ２

月単位での平均、最小、最大、測定回数、測定日数を集計します。
分析機能のベーシックな画面です。同一期間を対象にした他の2種類の分析表を表示
します

１）測定値の一覧
２）時間分布（日付順）
３）1日マッピング
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分析  2.)1日マッピング 期間内の測定した血糖値がどの時間にどのレンジ（血糖値の範囲）に入っている
かを表示します。

最多測定結果を見つけるのを目的としています。
平均値では見えない傾向を見つけたいと考えてい
ます。
合計の数字のリンクをクリックすると測定結果の
一覧が表示されます。

注 ： 同一日付の同一時間に同じレンジでの計測があた場合1と数えるために数字に差異が発生する場合があります。
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分析  3.)分布（回数）測定の何回目にいくつだったかを表示します。
朝一番の測定の傾向を見たくて作りました。

平均値順日付順



16

分析  4.)分布（時間）1日の何時くらいにどのくらいの数字だったかを調べます。
時間帯での平均を分析します。

平均値順日付順
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データダウンロード 入力されたデータをダウンロードします。
データのバックアップ機能としてお使いください。

ダウンロードブロック
が表示されます。

ダウンロードファイルの仕様

ダウンロードの場所は、OS、ブラウザの種類で異なります。
ファイル名は、[BSP_buckup -ユーザーID ]日付（YYYYMMDD）.csv
ユーザー「１」で2015/11/12にダウンロードすると
　　　　　『　[BSP_buckup -1 ]20151112.csv　』となります。

文字コードはUTF8
フィールドの区切りは『タブ』
レコードの区切りは『CR+LF』

表計算ソフトによっては文字コードに対応していない場合があります。
マニュアルでは「オープンオフィス」を使用しています。

DLボタン



CSVファイルを開いた画面
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表計算ソフトでの取り込み画面

A 列：行の区分「0＝日にち」「1＝血糖値」
B 列：CD(行の区分でユニーク)
C 列：年
D 列；月
E 列：日

F 列：時間
G 列；分
H 列：体重
I 列；体脂肪率
J 列：血糖値

K 列：コメント

列の意味 A列の区分によって存在しない場合があります。
血糖値は日にち行には存在しませんので「空欄」になります。



ちょっと長い後書き I

2013年に「糖質制限」と言う流れを知った。しばらく続けたが、結局続
かなかった。原発問題に向き合った市民活動に少し参加した。その後、
「百年しばた」と言う市民団体を設立する。
2014年、中学校のPTA副会長となり、教育問題を随分勉強した。小さい
ころいじめられていた僕には沢山の問題が見えたが、校長や先生には何も
見えていなかった。
その頃「アルフレッドアドラー」のことを知る。ほぼ同時に「パウロ・フ
レイレ」という教育学者を知った。
アドラーは『独立した人間＝他人に依存しない人間』こそが、社会を適切
に成り立たせる鍵だという。
フレイレは学校、組織、学習などの多方面に多大な影響を与えた人物であ
る。彼の思索はアドラーと共通する部分が多い。そして、ピーター・M・
センゲ（MITの教授）がその思想を現代の組織論・教育論に展開してい
る。
教育・医療・政治はアウトソーシング（外注、他人任せ）出来ないという
考え方に僕はたどり着いた。

しかし、今の私達の社会は皆他人に任せている。また任せられる方も（専
門家、権威者、役人、政治家）それで飯を食っているのだから問題は複雑
だ。

糖尿病でよく聞くのが「患者の協力がなければ治らない」と言う言葉であ
る。ちょっと待っていただきたい。患者は病の入れ物ではない。本人自身
の問題なのである。
所が、「お医者さんの言うことを聞いていなさい」とみな言う。専門家の
判断に任せて、自分では判断しはいけないと言うことである。

2013年に始めた糖質制限が続かなかったのは、「糖尿病」を自分自身
の問題と感じられなかったためだ。『誰かの言うことを聞いていればな
んとかしてもらえる』と考える事が問題だったのだ。
しかし、今の生活がいい方向に向かっているのかどうかということを判
断するためには医者に行かなければならない。
医者は数字を見て、患者を叱ったり褒めたりする。
最近は『エンパワーメント』と言う言葉を時折聞くが、患者や生徒、子
供を褒めることだと思い込んでいる医師や教師（親）がいる。『褒める
こと・叱ること』と言うのは、誰か（専門家）に自分の行動を評価して
もらうということである。

患者は医師の言うとおりにすれば『直る』と、生徒は教師の言う通りに
していれば「幸せになれる」と、子供は親の言うとおりにしていれば
「生活の心配はない」と信じている。
船長に沈んでいく船室から出るなと言われて死んでいった子供達の事件
を忘れられない。
社会の変化が少なく、技術の革新は遠く、医師と患者がお隣さんだっ
た、子が親の仕事を継ぐ様な時代ならば、そういう生き方は正解だった
ろう。
アウトソーシングというのは、供給者『教師、先生、役人、政治家』が
需要者『市民（供給者も入る）』と共に生きていない状況が問題なの
だ。

「アドラー -> フレイレ -> センゲ」の考え方は『褒めるな叱るな、人生
は自分のものなのだから誰かに判断してもらうな』と言う『突き放し』
と『共に生きる、俺とお前は一蓮托生なんだ』という2つの考え方の融
合する点にその特徴がある。



「インシュリンの発見」と言う本の中では、インシュリンという特効
薬が作られたために、多くの問題が発生したという。
確かにインシュリンは不治の病から治療可能な病に変えたが、血糖値
という数字を計り、その数字に対してインシュリンを与えると言う機
械的な作業となったのである。

これは現在の治療でも同じ様に指摘される問題である。
患者は、血糖値の数字を表示するものではなく、その血糖値の奥底に
は、その患者の人生があり、尊重すべきライフヒストリーがある。

ところが、医師も看護婦も、この患者は意地汚くて我慢できないやつ
だから「糖尿病などという病気にかかっているのだ、いくら言って
も、腹八分目さえもわからないのだ」などと思うのである。

患者は、「守れもしないことばかり言って、偉そうに外車乗り
回しやがって、まともに治せもしない。」と思うのである。

家族は不安から医師の言葉を守らせようと、家族と患者の諍い
は絶えない。家族の関係は、崩壊する、又は糖尿病がまるで無
いかのように振る舞う。
患者の生活を知り、ライフスタイルに合わせた指示などという
ものが医師の「5分間の診療」の中で出来るはずがない。

糖尿病に限らず食事指導ほど困難なものはない。

僕は30代の頃、毎日牛丼を4－5杯食べていた。牛丼でなければ
カレーか立ち食いそばである。誰が聞いてもそれは「駄目」だ
という。そんな生活していたから自業自得だというのである。

その頃、毎月300時間の残業をして、ソフト作りの技術を学んでい
た、ビジネス街で食べ物屋などろくなものがないし、高い店では食え
ない。体重が120ｋｇになったのもその頃である。確かに無知であっ
たが、そんな日々は僕の宝物なのである。
それを丸ごと「駄目だ」の一言で済まされる筋合いはない。

カリカリに痩せた看護婦に「私も太りがちなのに頑張って我慢してい
る」とか言われたらカーっとなる。

ハムと玉子焼きとキャベツとご飯半分に味噌汁を食べてこの味を覚え
て、満足しろと言われる。それを守れなければ「失明透析肝硬変に壊
死四肢切断」と恐怖を植え付けられるのである。
この「食事指導」の考え方の間違いは「恐怖」で「欲望」を制御でき
ると考えている所にある。
「欲望」は「生きるか死ぬか」の問題に直結しているので「恐怖」で
は制御出来ないのだ。
ぼくが今、低い血糖値の状態を食事と血糖測定で実現できているの
は、「欲望（空腹）」を我慢していないからである。
血糖値を上げないで、満足できる食事を自分で見つけているからであ
る。そして生活の中で継続出来る方法を探しているからである。
上手く見つかればリバウンドはない。それを『正しい食事』と呼びた
い。そして、食事・医療は社会システムとして論じなければ解決はな
い。

世の中の正義と同じで、正しさは人の数だけある。それは自分で見つ
け出す他ない。
自己血糖測定はそのための強力なツールになる。



前書きに書いた「バーンスタイン博士」について少し書いておきたい。
博士は1934年に生まれ、1946年に12歳で発病した1型の糖尿病患者で
ある。30歳台に、合併症に悩まされて、死の恐怖と闘っている時に「血
糖値自己測定器」と出会う。1日に何回かの測定で、ジェットコース
ターのように血糖値が上下する事を発見する。
数年の後に、「低炭水化物」＋「自己血糖測定」＋「インシュリン投
薬」の組み合わせで多くの合併症から開放される。自分の体験を論文と
して発表するが、当時の医師達は全く彼を無視するのであった。
彼は自分と同じように苦しみながら、医師のマニュアルに従った治療で
命を落としていく仲間たちを見捨てることが出来なかった。また。自己
血糖測定が、医師の利権（技術を独占することで得られる利益：既得権
益）を奪う可能性のあることを彼は理解していた。

そして彼は医師になろうと決心するのである。45歳の時である。
「私は医師を負かすことが出来ない--だから彼らと一緒にならなければ
ならない。」(バーﾝスタイン医師の糖尿病の解決:P18より)

1983年彼は医師として開業する。2015年時点、お元気で、多くの患者
と共に生きている。異端として生きた彼の体験と主張は、多くの糖尿病
患者に支持され、世界のあり方を変えている。
糖質だけが血糖値を上げたり下げたりする。それをコント
ロールするには炭水化物の摂取量を変えなければならない。
インシュリンは血糖値を下げる特効薬だが、その使用量は各
個人のプロフィールによって細かく調整しなければならない

ADA(アメリカ糖尿病学会)は2007年に大きくこの主張を取り入れる。

ちょっと長い後書き II

https://www.drbdiet.com/

Dr. Bernstein's Diabetes University という
youtubeでの講義を行っている。

バーﾝスタイン医師　2015年webより

https://www.drbdiet.com/


 2015/11/15：βマニュアル

 2015/7/19：開発開始

 2015/9/6：βシステム リリース

今後の予定

 2015/8/12：一次仕様確定

管理系の処理のリリース
βテスト

一般公開
2016年　～夏　予定

丸元淑生から始まり、マクロビオテックや様々なダイエットを試
した。まさにダイエット博物館の30-40代を過ごした。
2015年の試み（このプログラム）もその一つである。

BSPは、それまでのダイエットの経験を元に、継続するためには
何が必要かと考えたことである。運の良いことに僕は糖尿病で、
他の人よりもブドウ糖に敏感である。
一回一回の食事や運動を評価する数値基準を調べられることに有
る。これは大きかった。自分の生活を『科学：数値として捉えて
評価』することが可能になったのである。

ダイエットの大きな問題は『評価』の部分である。ぼくは運の良
いことにプログラマーなので、解析の方法をいくつも考え、プロ
グラムに出来る。

そして、大事なことは、この数字はあくまで僕のものだというこ
とである。それぞれの人がそれぞれに計測して、数字を入れ分析
して、自分自身を知るのに使っていただければ光栄である。

僕は、30代のころ120ｋｇから自殺的減量で25kg体重を落とし
（3ヶ月）その後、栄養学を本格的に学んだ時に友人が作って
くれたロゴ。
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